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協
働
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
に
つ
い
て 

 
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
は
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
、
市
内
で
ど
の
よ
う
な
自
治
会
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
か
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
し
て
も
ら
い
、
自
治

会
の
更
な
る
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
平
成
23
年
度
に
創

設
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
28
年
度
は
「
世
代
間
交
流
」・「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
」・「
安
心
安
全
の
ま
ち

づ
く
り
」・「
青
少
年
健
全
育
成
」・「
地
域
福

祉
向
上
」・「
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

の
６
つ
の
テ
ー
マ
を
設
け
て
募
集
を
行
い
、

７
団
体
の
皆
様
か
ら
応
募
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。 

 

こ
の
度
、
平
成
28
年
度
に
応
募
の
あ
っ
た

全
て
の
活
動
事
例
を
ま
と
め
た
事
例
集
を
作

成
い
た
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
事
例
集
が
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の

参
考
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
今
ま
で
自
治

会
活
動
に
関
心
の
な
か
っ
た
人
た
ち
に
も
自

治
会
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
関
心
を
持

つ
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

【
世
代
間
交
流
】 

羽
屋
町
内
会 

（
大
分
中
央
地
区 

豊
府
校
区
） 

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

 
 
 
 

 

地
域
ひ
と
ネ
ッ
ト 

（
稙
田
地
区 

横
瀬
校
区
） 

 

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
】 

 
 

曙
台
自
治
会 

（
大
在
地
区 

大
在
校
区
） 

上
宗
方
自
治
会 

（
稙
田
地
区 

宗
方
校
区
） 

ふ
じ
が
丘
西
区
自
治
会 

（
稙
田
地
区 
東
稙
田
校
区
） 

   

  

【
地
域
福
祉
向
上
】 

 
 

花
園
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン 

 
 

（
大
分
地
区 

豊
府
校
区
） 

 

【
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
】 

 
 

中
の
瀬
団
地
自
治
会 

（
大
分
中
央
地
区 

荏
隈
校
区
） 

 

※ 

会
長
名
・
代
表
者
名
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

は
、
応
募
当
時
の
方
の
名
前
を
記
載
し
て

お
り
ま
す
。 
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昭
和
50
年
代
に
団
地
が
完
成
し
、
順
次
入

居
が
始
ま
っ
た
が
、
大
在
地
区
外
の
住
民
が

ほ
と
ん
ど
で
、
ご
近
所
付
き
合
い
が
希
薄
で

あ
っ
た
。 

 

そ
こ
で
地
域
の
活
性
化
を
増
進
す
る
観
点

か
ら
各
種
活
動
を
開
始
し
た
。 

 

 

【
供
養
盆
踊
り
大
会
】 

 

自
治
会
内
の
各
班
の
動
員
に
よ
り
物
故
者

へ
の
供
養
を
目
的
に
鶴
崎
踊
り
保
存
会
の
協

力
を
得
て
優
雅
に
踊
り
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

【
曙
台
秋
祭
り
】 

 

自
治
会
役
員
、
若
手
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
と

な
り
組
）、
各
種
団
体
（
子
ど
も
会
、
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
、
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
）
の
メ
ン

バ
ー
に
よ
り
ま
つ
り
の
準
備
、
進
行
、
片
づ

け
を
行
っ
て
い
る
。 

 

【
バ
ス
ツ
ア
ー
】 

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
毎
年
約
１
０
０
名

が
九
州
内
の
観
光
地
を
巡
り
参
加
者
は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
充
実
し
た
１
日
を

楽
し
ん
で
い
る
。 

【
公
民
館
活
動
】 

 

各
種
団
体
に
活
動
費
補
助
を
行
い
、
自
治

会
員
の
親
睦
、
健
康
増
進
な
ど
に
努
め
て
い

る
。 

（
各
種
団
体
）
自
主
防
災
会
、
子
ど
も
会
、

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
曙
台
サ
ロ
ン
、
見
守
り
隊
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、
と
な
り
組
、
親
子
リ

ズ
ム
、
絵
手
紙
、
舞
踊
、
老
人
会
、
卓
球
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
健
康
体
操
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
会 

等 

    

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
集
う
行
事
の

企
画
に
よ
り
、
近
所
の
絆
が
増
し
、
安
全
・

安
心
な
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 協働のまちづくり大賞 
テーマ：コミュニティの活性化 

子どもから高齢者までが集う 

手 作 り の 自 治 会 活 動 

（大在地区 大在校区） 

曙台自治会 溝口 義行 

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 
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高
齢
者
が
各
種
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
で
、

健
康
増
進
・
健
康
寿
命
へ
の
貢
献
に
役
立
っ

て
い
る
。 

 

子
ど
も
達
は
、
お
囃
子
の
練
習
の
成
果
を

祭
り
で
披
露
し
た
り
、
敬
老
会
で
は
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
習
慣
が

身
に
つ
い
て
き
た
。 

 

高
齢
者
が
健
康
体
操
、
老
人
会
活
動
や
各

種
自
治
会
活
動
へ
の
参
加
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
、
認
知
症
予
防
に
も
貢
献
し
て
い
る
。 

 

今
後
の
展
望
と
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備

が
非
常
に
大
変
で
、
高
齢
化
が
進
む
と
担
い

手
不
足
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
募
集
を
継
続
し
て
い
く
。 

 

高
齢
者
に
公
民
館
を
開
放
し
、
交
流
で
き

る
サ
ロ
ン
等
の
開
催
を
行
い
た
い
。 

       

                       

                       

敬老会の様子 

秋祭りの様子 
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羽
屋
町
内
会
組
織
は
、
三
役
会
、
役
員
会
、

組
長
会
が
あ
り
、
行
事
と
し
て
は
花
づ
く
り

運
動
、
供
養
盆
踊
り
、
防
災
訓
練
、
春
と
秋

の
天
満
社
の
大
祭
、
年
越
し
の
大
祭
、
防
犯

灯
管
理
、
朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
、
町
内
見
回

り
、
町
内
会
報
の
発
行
等
に
取
り
組
ん
で
い

る
が
、
町
内
の
み
ん
な
が
同
じ
目
標
で
交
流

で
き
て
、
災
害
時
に
も
助
け
合
い
、
協
力
す

る
力
に
な
る
も
の
は
何
か
と
考
え
た
と
き
、

「
羽
屋
の
ま
つ
り
」
を
も
う
一
度
見
直
し
、

交
代
す
る
役
員
に
も
、
子
ど
も
達
に
も
満
足

感
が
残
り
「
ふ
る
さ
と
は
羽
屋
」
と
い
う
一

つ
の
目
標
を
作
り
上
げ
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。 

 

 

 

組
長
会
、
役
員
会
ご
と
に
育
成
部
・
町
内

三
役
・
老
壮
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
目
標
と

し
た
も
の
を
説
明
。
取
り
組
み
の
方
向
性
も

示
し
祭
り
の
骨
格
を
作
っ
た
。 

 

昔
か
ら
天
満
社
に
あ
る
二
基
の
神
輿
以
外

に
、
育
成
部
の
父
親
が
中
心
に
な
り
子
ど
も

達
と
花
み
こ
し
一
基
を
作
っ
た
。 

 

各
種
役
員
、
天
満
社
総
代
、
交
通
安
全
部

会
も
祭
り
の
役
を
引
き
受
け
た
。
小
学
校
の

４
～
６
年
生
ま
で
は
鉦
（
か
ね
）
と
太
鼓
、

大
人
は
笛
を
受
け
持
ち
公
民
館
で
練
習
を
し

た
。
公
民
館
の
周
辺
に
は
夜
音
が
出
る
の
で

お
断
り
と
お
願
い
に
回
っ
た
。
不
安
と
は
逆

に
快
く
「
頑
張
っ
て
」
と
は
っ
ぱ
を
か
け
ら

れ
た
。 

 

ま
た
、
例
年
、
子
ど
も
の
父
親
の
参
加
が

少
な
い
の
で
、
回
覧
板
や
電
話
で
募
集
を
か

け
た
結
果
、
当
日
は
例
年
に
な
く
大
勢
の
参

加
が
あ
り
盛
り
上
が
り
に
一
役
か
っ
た
形
と

な
っ
た
。 

     
 

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 審査員特別賞         
テーマ：世代間交流 

ふ る さ と は 羽 屋 （ 町 内 

全員が同じ目標に向かって） 
（大分中央地区 豊府校区） 

羽屋町内会 髙屋 亨 
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羽
屋
町
内
に
は
病
院
等
医
療
機
関
も
多
く
、

ス
ー
パ
ー
・
公
園
な
ど
生
活
環
境
が
整
っ
て

い
る
せ
い
か
、
人
口
・
世
帯
数
が
年
々
増
加

し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
独
居
老
人
・
高

齢
者
世
帯
等
が
増
加
し
て
お
り
高
齢
者
の
犯

罪
被
害
・
災
害
罹
災
等
が
懸
念
さ
れ
る
。 

今
回
は
祭
り
の
見
直
し
を
主
と
し
て
み
ん

な
で
考
え
る
時
間
を
多
く
も
っ
た
が
、
一
つ

の
こ
と
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
で
、

み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
三
世
代
が
協

力
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
今
後
も
町
内
行
事

や
災
害
の
時
に
こ
の
取
り
組
み
が
生
か
せ
る

よ
う
に
な
れ
ば
と
思
う
。 

        

                       

                      

 

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 

まつりの様子 



6 

 

                       

 

 

核
家
族
化
が
進
み
、
子
育
て
が
「
孤
育 

て
」
と
言
わ
れ
る
子
育
て
世
代
、
独
居
老 

 
 

人
の
増
加
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
よ
り
良 

い
環
境
で
子
育
て
し
た
い
、
で
き
る
か
ぎ 

り
元
気
に
暮
ら
し
て
い
き
た
い
と
い
う
理 

想
の
地
域
の
姿
が
あ
り
な
が
ら
、
世
代
の 

違
う
方
々
と
の
接
点
が
少
な
い
現
状
が
あ 

る
。
地
域
で
気
軽
に
あ
い
さ
つ
が
交
せ
る 

環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
世
代 

の
違
う
方
々
が
同
時
に
一
緒
に
楽
し
め
る 

機
会
を
提
供
し
た
い
と
思
い
、
活
動
を
は 

じ
め
た
。 

 

 

 

富
士
見
が
丘
地
区
の
文
化
祭
に
合
わ
せ 

て
「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
」
を
実
施
し
た
。 

小
さ
い
子
ど
も
や
、
認
知
症
の
方
、
障 

が
い
の
あ
る
方
、
外
国
人
も
あ
ら
ゆ
る
人 

が
同
時
に
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、 

交
流
の
き
っ
か
け
の
場
を
作
る
も
の
で
あ 

る
。
ル
ー
ル
は
一
つ
で
簡
単
な
も
の
な
の

で
、
囲
碁
を
知
ら
な
い
人
も
そ
の
場
で
参

加
で
き
る
。 

 

最
初
に
大
き
な
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
の
碁 

盤
を
使
い
、
10
対
10
で
対
戦
。
そ
の
後
１ 

対
１
の
個
人
戦
を
提
供
す
る
。
囲
碁
を
し 

な
が
ら
色
々
な
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
て 

い
る
。 

 
 

   

参
加
者
同
士
が
、「
子
ど
も
が
○
○
公
園 

で
よ
く
遊
ん
で
い
ま
す
。
悪
い
こ
と
を
し 

て
い
た
ら
叱
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。」「
私
は 

○
○
公
民
館
に
よ
く
居
る
か
ら
、
見
か
け 

た
ら
声
を
か
け
て
ね
。」
等
の
会
話
を
す
る 

よ
う
に
な
り
、
交
流
の
き
っ
か
け
を
作
る 

こ
と
が
で
き
る
。 

 

こ
の
活
動
は
、
ま
だ
ま
だ
認
知
さ
れ
て 

い
な
い
た
め
、
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て 

多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
へ 

貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 奨励賞             
テーマ：世代間交流 

「人つなぎ人むすび活動」 

～安心の地域づくりを目指して～ 
（稙田地区 横瀬校区） 

特定非営利活動法人 地域ひとネット 

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 
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「ふれあい囲碁」の様子 
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有
価
資
源
（
資
源
ご
み
）
を
地
域
で
回
収

す
る
こ
と
で
、
資
産
を
地
域
に
還
元
し
、
有

価
物
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
回
収

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
始
め
た
。 

 

 

 

全
住
民
に
対
し
、
有
価
物
回
収
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
ご
み
に
対
す
る
意
識
づ

け
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
有
価
物
を

回
収
す
る
こ
と
で
、
資
源
の
尊
さ
を
知
り
、

分
別
意
識
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

有
価
物
回
収
を
通
じ
て
、
住
民
同
士
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、「
上
宗
方
３
あ

い
」
運
動
「
ふ
れ
あ
い
」「
ま
も
り
あ
い
」「
は

げ
ま
し
あ
い
」
の
浸
透
を
図
っ
た
。 

  

  

ご
み
と
し
て
処
分
す
る
も
の
を
極
力
減
ら

し
、
ご
み
の
中
に
も
資
源
物
が
あ
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

有
価
物
回
収
を
通
し
て
地
域
住
民
が
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
実
践
し
て
い
る
。 

 

み
ん
な
が
、
こ
の
地
域
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
と
思
え
る
よ
う
に
自
治
会
活
動
を
さ
ら
に

活
性
化
し
て
い
き
た
い
。 

 
 

           

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 奨励賞             
テーマ：コミュニティの活性化 

ゴミュニケーション 

（稙田地区 宗方校区） 

上宗方自治会 安東 幸吉 

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 
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有価物回収の様子 
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当
地
区
は
、
昭
和
46
年
に
造
成
さ
れ
た
郊

外
に
位
置
す
る
閑
静
な
住
宅
団
地
で
あ
る
が
、

高
齢
化
が
進
展
し
、
世
代
間
交
流
が
希
薄
化

し
自
治
会
の
存
続
自
体
が
危
惧
さ
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
地
域
の
繋
が
り
が
化
し
、
自
治
会

活
動
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
い
た
。 

 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
自
治
会
活
動
を
活

性
化
し
、
住
民
同
士
の
交
流
を
深
め
、
自
助
・

共
助
の
体
制
の
確
立
が
課
題
で
あ
っ
た
。 

 

 
【
地
域
実
態
に
即
し
た
自
治
会
規
約
の
改
変

に
よ
る
自
治
会
活
動
の
活
性
化
】 

 

地
区
内
を
３
地
区
に
分
け
そ
れ
ぞ
れ
に
地

区
長
を
一
人
置
い
た
。
地
区
長
は
、
地
区
内

の
独
居
高
齢
者
、
要
支
援
者
宅
の
見
回
り
、

声
か
け
を
行
い
、
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。 

 

【「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
声
掛
け
」
あ
い

さ
つ
運
動
の
推
進
】 

 

概
ね
週
３
回
以
上
、
地
区
内
で
「
あ
い
さ

つ
＋
１
運
動
」
の
声
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

の
ぼ
り
を
設
置
し
、
あ
い
さ
つ
運
動
の
重
要

性
の
醸
成
・
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。 

【
世
代
間
交
流
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
活
動
の
推

進
】 

 

自
治
会
役
員
・
地
区
住
民
・
子
ど
も
会
と

の
合
同
に
よ
る
植
樹
会
を
開
催
し
三
世
代
交

流
を
図
っ
て
い
る
。 

 

地
区
の
球
技
大
会
に
若
い
世
代
（
30
～
50

歳
代
）
の
参
加
を
促
し
、
懇
親
会
も
開
催
す

る
な
ど
し
て
世
代
間
交
流
を
図
っ
て
い
る
。 

【
き
れ
い
な
地
域
づ
く
り
】 

 

地
区
内
の
法
面
に
咲
き
誇
る
１
万
株
以
上

の
ア
バ
カ
ン
サ
ス
を
地
域
の
宝
と
し
て
、
地

区
住
民
で
管
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
公
園
・

神
社
の
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
。 

  

地
域
の
活
動
は
テ
レ
ビ
・
新
聞
等
に
積
極

的
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。 

 

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 奨励賞             
テーマ：コミュニティの活性化 

活力に満ちたふるさとづくり 

（稙田地区 東稙田校区） 

ふじが丘西区自治会 髙倉 喜夫 



11 

 

   

地
域
内
の
人
と
の
繋
が
り
が
密
に
な
り
、

情
報
共
有
や
意
見
・
要
望
に
迅
速
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

あ
い
さ
つ
運
動
で
も
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
芽
生
え
つ
つ
あ
り
、
ま
た
他
地
区

か
ら
も
地
区
の
取
り
組
み
姿
勢
が
素
晴
ら
し

い
と
の
声
を
耳
に
し
て
い
る
。 

 

今
後
も
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力

あ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。 

           

                       

                       

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 

アバカンサス剪定作業の様子 

除草活動の様子 
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平
成
13
年
当
時
、
地
域
に
住
む
高
齢
者
が
、

身
近
な
場
所
で
、
誰
で
も
気
軽
に
楽
し
く
参

加
で
き
る
「
交
流
・
ふ
れ
あ
い
の
場
」
と
し

て
、「
地
域
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」
が
各
地
域
で

実
施
さ
れ
は
じ
め
て
い
た
が
、
花
園
地
域
は

高
齢
者
同
士
の
交
流
・
趣
味
の
サ
ー
ク
ル
・

教
養
講
座
等
の
場
が
な
く
高
齢
者
の
孤
立
感

が
あ
っ
た
。 

 

 

 
自
治
会
と
連
携
し
な
が
ら
、
高
齢
者
の
交

流
の
場
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。 

 

・
教
養
講
座 

 

・
施
設
見
学
会 

 

・
健
康
体
操 

 

・
子
ど
も
た
ち
と
七
夕
飾
り
を
通
じ
た
交 

 
 

流 

 

 

・
小
学
校
児
童
の
下
校
時
に
合
わ
せ
て
安 

 

全
の
見
守
り
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

 

・
小
学
校
へ
手
作
り
で
縫
っ
た
雑
巾
の
寄 

 

 
 

贈 

 

・
金
融
機
関
に
よ
る
高
齢
者
を
狙
っ
た
オ

レ
オ
レ
詐
欺
防
止
の
講
習
会 

等 

 

平
成
28
年
４
月
の
地
震
の
際
に
は
、
地
域

の
足
の
悪
い
人
た
ち
を
豊
府
小
学
校
へ
自
主

避
難
さ
せ
た
。
ま
た
、
毛
布
を
集
め
た
り
、

飲
み
物
を
配
布
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動
し

た
。 

 

町
内
の
花
園
ま
つ
り
で
は
、
餅
つ
き
を
手

伝
う
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
校
区
の
豊
府

ま
つ
り
に
も
合
唱
団
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。 

    

平
成
28
年
９
月
で
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は

15
年
を
経
過
し
、
サ
ロ
ン
開
催
回
数
も
３
６

０
回
を
超
え
、
高
齢
者
の
憩
の
場
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。 

 

サ
ロ
ン
へ
の
参
加
で
友
達
が
で
き
、
生
き

が
い
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 奨励賞             
テーマ：地域福祉向上 

ふれあいサロンで高齢者の生

きがい支援 
（大分中央地区 豊府校区） 

花園ふれあいサロン 永松 松實 

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 
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る
。
自
治
会
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し
自

治
会
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
も
寄
与
し

て
い
る
。 

 

小
学
校
児
童
の
下
校
時
に
合
わ
せ
て
見
守

り
パ
ト
ロ
ー
ル
は
子
ど
も
た
ち
の
安
全
に
寄

与
し
父
兄
か
ら
感
謝
さ
れ
、
地
域
の
防
犯
に

役
立
っ
て
い
る
。 

 

今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
サ
ロ
ン
の
充
実

と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
と
高
齢
者
の
交

流
・
接
点
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
。 
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市
営
「
中
の
瀬
住
宅
」
は
全
部
で
３
棟
（
約

４
０
０
世
帯
）
か
ら
な
る
団
地
で
あ
る
が
、

以
前
使
っ
て
い
た
古
い
棟
が
34
棟
あ
り
平

成
21
年
頃
に
解
体
さ
れ
た
。
そ
の
頃
か
ら
各

棟
の
通
路
な
ど
に
ご
み
が
散
乱
す
る
よ
う
に

な
り
、
改
善
が
必
要
と
な
っ
た
。 

 

 

 

市
営
住
宅
を
大
事
に
美
し
く
し
よ
う
と
24

年
度
よ
り
班
長
を
中
心
に
清
掃
活
動
に
取
り

組
む
。
班
長
会
議
で
住
民
全
員
に
参
加
を
呼

び
か
け
た
。
最
初
は
な
か
な
か
理
解
し
て
も

ら
え
ず
、
苦
労
し
た
が
、
説
明
を
繰
り
返
し
、

平
成
24
年
６
月
に
は
全
棟
の
全
員
が
参
加

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

当
初
は
、
市
に
入
居
費
や
駐
車
場
代
を
支

払
っ
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
自
分
た
ち
が
清
掃

を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
か
、
市
が
す
べ
て

す
る
べ
き
と
の
意
見
が
多
か
っ
た
。 

 

し
か
し
、
自
分
た
ち
が
生
活
し
て
い
る
場

所
は
自
分
た
ち
で
美
し
く
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
と
思
い
、
反
対
す
る
人
た
ち
を
説
得
し

た
。 

 

今
で
は
、
全
員
笑
顔
で
清
掃
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。 

    

高
齢
者
が
清
掃
活
動
を
し
な
が
ら
、
住
民

と
笑
顔
で
対
話
す
る
よ
う
に
な
り
、
心
身
の

健
康
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

 

欠
席
し
た
場
合
は
、
家
を
訪
ね
る
な
ど
し

て
高
齢
者
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
る
。 

 

５
年
、
10
年
と
清
掃
活
動
を
続
け
、
一
度

は
中
の
瀬
住
宅
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
わ
れ

る
よ
う
に
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。 

      

地

域

の

課

題 

活

動

を

は

じ

め

た

き

っ

か

け 

取

り

組

み

内

容 

２８年度 奨励賞             
テーマ：日本一きれいなまちづくり 

日本一きれいなまちづくり 

（大分中央地区 荏隈校区） 

中の瀬団地自治会 片野 房雄 

活

動

の

成

果

・

今

後

の

展

望 
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清掃活動の様子 
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誰
も
が
安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
地
域
の
課
題
は
地

域
住
民
自
身
の
手
で
解
決
し
て
い
こ
う
と
い

う
気
運
を
高
め
る
と
と
も
に
、
課
題
解
決
の

た
め
の
取
り
組
み
を
市
内
全
域
の
隅
々
に
ま

で
広
げ
て
い
く
た
め
、
自
治
会
等
が
行
う
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
及
び
住
民
に
よ
る

地
域
の
様
々
な
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

事
業
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
す
る
も
の
で

す
。 

   

自
治
会
内
の
世
帯
数
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。 

３
０
世
帯
ま
で 

 
 

３
０
，
０
０
０
円 

５
０
世
帯
ま
で 

 
 

３
５
，
０
０
０
円 

以
降
５
０
世
帯
ご
と
に
＋
５
，
０
０
０
円 

      

○
地
域
の
安
全
を
守
る
事
業 

○
青
少
年
の
健
全
育
成
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
福
祉
の
向
上
に
関
す
る
事
業 

○
世
代
間
の
交
流
の
促
進
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
の
環
境
美
化
・
保
全
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
の
活
力
の
向
上
に
関
す
る
事
業 

 

こ
れ
ら
以
外
で
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
再
生
に
寄
与
す
る
事
業
で
あ
れ
ば
対
象
と

な
り
ま
す
。 

 

【
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
】 

◆
単
に
物
品
の
購
入
に
と
ど
ま
る
も
の 

◆
娯
楽
、
懇
親
、
遊
興
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

◆
既
に
事
業
を
開
始
し
て
い
る
も
の
、
終
了

し
て
い
る
も
の 

 

【
助
成
対
象
と
な
ら
な
い
品
目
】 

◆
ア
ル
コ
ー
ル
・
ジ
ュ
ー
ス
等
の
飲
料
、
お

菓
子
な
ど 

◆
弁
当
（
買
っ
た
も
の
）、
調
理
を
必
要
と
し

な
い
食
材 

◆
景
品
・
賞
品
・
参
加
賞 

◆
人
件
費
、
工
事
費
な
ど 

◆
ご
神
体
の
入
っ
て
い
る
神
社
の
神
輿
、
盆

踊
り
な
ど
政
教
分
離
に
反
す
る
も
の 

   

複
数
の
自
治
会
が
合
同
で
申
請
す
る
こ
と

も
可
能
で
、
そ
の
場
合
の
助
成
限
度
額
は
各

自
治
会
の
助
成
限
度
額
の
合
計
と
な
り
ま
す
。 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
支
所
、
地
区

公
民
館
の
担
当
ま
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。 

     

事

業

の

趣

旨 

助

成

限

度

額 

助

成

対

象

事

業 

申

請

等

に

つ

い

て 

 
 

大
分
市
で
は
、
自
治
会
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、『
ご
近
所
の
底

力
再
生
事
業
』
を
実
施
し
て
お
り
、
多
く
の
自
治
会
で
ご
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。 
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○事業の具体例   

事業名 取組み 補助対象経費具体例 

地域の安全を守る事業 
・防犯、見守りパトロール 

・防災訓練、炊き出し訓練 

ベスト、帽子 

かまど、炊き出し用食材 

青少年の健全育成に関する事業 
・自治会主催のこども工作教室 

・子ども音楽クラブ活動 

工作材料、文具 

太鼓バチ、楽器 

地域福祉の向上に関する事業 ・高齢者とのふれあい交流会 高齢者用座椅子、テーブル 

世代間の交流促進に関する事業 
・三世代交流餅つき大会 

・三世代交流グラウンドゴルフ 

臼、杵、餅米、あんこ 

グラウンドゴルフ用品 

地域の環境美化又は保全に関する事業 
・地区内環境整備事業 

・花いっぱい運動 

草刈り機、替刃 

花の苗、土、プランター 

地域の活力の向上に関する事業 ・地域活性化自治会まつり 
自治会名入りハッピ、 

マイク等音響機器 

子どもの見守りパトロール 住民参加の防災訓練 

グランドゴルフを通じた世代間交流 フラワーポットの設置による花いっぱい活動 



 

                       

                       

               

問い合わせ先 

大分市 市民部 市民協働推進課 

電話：０９７－５３７－７２５１ 

平成２８年度 協働のまちづくり大賞表彰式 


